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唐代文人と「琵琶」

一白居易とその周辺-

山本敏雄
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国語教育講座

はじめに

唐代の文学を研究する上で,当時の音楽文化を無視

することはできない。一方に伝統的な儒教的音楽観が

あり,また西域から流入してきた音楽が隆盛を極めて

いた唐代にあって,個人差はあっても,詩人たちの生

活の中には音楽が様々な形で入り込んでいたであろ

う。詩においても政治的な意味合いを込めて,また身

近な題材として,舞踏,歌,楽器などを詩の中に詠い

こむことは多く見られる。本稿では歴史資料に見える

唐代の「琵琶」の状況を踏まえた上で,唐代の文学と

音楽を考えるときに欠くことの出来ない存在である白

居易の詩を中心に,特に唐代に発展していた「琵琶」

という楽器とその音楽が彼の詩の中でどのように表現

されているのか,いくつかの点について考えてみたい。

-。唐代の「琵琶」

唐代に「琵琶」と称されていた楽器にはどのような

ものがあったのか。「琵琶」という呼称でよばれる楽器

は唐代に大いに発展したが,大きく分けて三種あった

といわれる。ここでは,先ずは秦琵琶,四絃琵琶,五

絃琵琶の三種としておく。「琵琶」と呼ばれる楽器の淵

源については,必ずしも研究者の意見が一致している

わけではないが,唐代において上に挙げた三種類の「琵

琶」が存在したことは異論のないところであるI。

「琵琶」についての唐代の史料としては杜佑の『通

典』,段安節の『楽府雑録』がある。『通典』は貞元十

七(801)年,白居易三十歳の時に完成しており,r楽

府雑録』の著作年代は乾寧元年(894)より早いことは

ないと言われる2｡乾寧元年は白居易の死後四十八年目

に当たり,この二書の内容は白居易の時代のF琵琶J

に対する認識を相当程度反映していると考えて差し支

えなかろう。これに『旧唐書』音楽志,『新唐書』礼楽

志の記述を加えれば,唐代の「琵琶」に関するおおよ

その状況を把握することができると考える。

三種の｢琵琶｣のうち,まず,秦琵琶については『通

典』巻一四四,楽四に次のような記述がある3.

今清楽秦琵琶,俗謂之秦漠子,圓賛修頚而小,疑是

絃鼓之遺制。傅玄云,健圓柄直,柱十二4.

-

これによれば,秦琵琶というのは唐代の十部楽の中

で唯一「南朝薗楽也」(『旧唐書』巻二十九,音楽志)

といわれる清楽で使われている楽器で,俗称を秦漢子

といい,円形の胴体に長い棹が付けられた小型の楽器

ということである。上記の引用部分の前に,晋の傅玄

の「琵琶賦」序を引用してあるが,ここでも再び部分

的に引用して楽器の形と柱(フレット)の数を示して

いる｡起源については確定的ではないが,「絃畿之遺制」

と,秦代に鼓(振りつづみ)に絃を張ったものから来

ているという考え方が提示されている。

また,同じく「通典」巻一四四,楽四に,

院咸,亦秦琵琶也。而項長過於今制,列十三柱。

とあり,この楽器も棹の長さと柱の数の違いはあるが,

同類のものである。この既咸は武則天時代に蜀の古墓

から発見され,竹林七賢図で院威か弾いているものと

似ているというので,院咸と呼んだと言われている5.

既咸という人物については琵琶の演奏がうまかったと

言われているが,その楽器はあくまでも琵琶であり,

楽器の名称としての既咸は唐代につけられたものであ

る6。

これら秦琵琶,秦漢子,玩咸と呼ばれた「圓健修頚」,

「鐙圓柄直」,つまり胴体が円形で棹がまっすぐな絃楽

器が唐代の「琵琶」のひとつであった。その絃の数は,

晋の傅玄「琵琶賦」によれば,四本であった7。秦琵琶

という呼称は杜佑『通典』に始まるといわれ8,この楽

器が魏,晋,宋においては一般には単に琵琶と呼ばれ

ていた9。

『楽府雑録』には琵琶類の呼称としては,秦琵琶は

無く,玩咸,琵琶,五絃の三種となっている。また,

玩咸の条には「大中初,有待詔張隠聳者,其妙絶倫。

蜀郡亦多能者」とある。大中元(847)年は白居易の亡

くなった年の翌年であり,白居易の時代にもそれなり

の地域的広がりを持って演奏されていたことか想像さ

れる。唐代には秦琵琶という呼称は,「通典」とそれを

踏襲した『旧唐書』には見えるものの,『全唐詩』では

見あたらず,一般的な呼称であったかどうかは疑問で

ある。白居易の詩でも玩咸という名が見えるだけであ

る。
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それでは唐代において単に琵琶と言った場合,どの

種類を指すかといえば,それは四絃琵琶である。これ

は西洋のリュートの如く棹の先の絃を巻く部分が直角

に曲がっている,いわゆる曲項で,胴体が梨型である

ことが特徴である。本稿では曲項四絃琵琶と呼んでお

く1o。

晋末期には琵琶といえば,唐代でいう秦琵琶を指す

ことは先に述べたが,南北朝期になると,亀茲琵琶,

胡琵琶という呼称が見られるようになる。例えば,『通

典』巻一四二,歴代沿革下に北魏時代の状況について

次のように述べる。

自宣武已後,始愛胡聾。泊於遷都,屈茨琵琶,五絃,

箆筏,胡箇,胡鼓,銅銭,打沙羅,胡舞鰹錯鐘錯,

洪心駿耳。･‥(中略)…琵琶及常路琴認殆絶音。

北魏の宣武帝の在位は500年から515年であるからそ

のころには,亀茲琵琶(屈茨は亀茲に同じ),五絃琵琶

が伝わっていたことがわかる。文中に後出の琵琶は琴

慧とともに伝統的な華夏の音楽を代表するものであろ

うから,おそらく秦琵琶を指すものであろう呪

北魏以降,北斉,北周,隋代になると胡琵琶と称す

るものがあり,専門の演奏家だけではなく,皇帝も自

ら演奏した例が見られる12.曲項四絃琵琶の名手とさ

れる曹妙達や蘇祇婆が弾いているところから見て,亀

茲琵琶,胡琵琶は曲項四絃琵琶であろう。この曲項四

絃琵琶が亀茲地方から伝入してきた胡琵琶として,そ

れまでの所謂琵琶(秦琵琶)を凌駕する勢いをもって,

主に北方でひろまっていった様子が窺える13.亀茲琵

琶,胡琵琶という呼称は,既にあった琵琶に対しての

ものである。このような呼称から見ても,北朝におい

ては胡地から入ってきた琵琶という意識が強く残って

いた。

また,南朝の梁の時代には南方でもこの曲項の琵琶

があったらしい14.こちらでは特に胡地から入ってき

たことを示す呼称は見られない。注14に引いた記事の

大宝二年は,北斉朝が開かれてから三年目であり,少

なくとも宮中では南北両方の地域で曲項琵琶は演奏さ

れていったことがわかる。

隋代には大業年間に場帝が九部楽を制定したが,そ

の殆どを占める西域の音楽についての説明の中で『隋

書』巻十五音楽志は「今曲項琵琶,竪頭箆筏之徒,並

出自西域,非華夏菌器」と言及し,以後の各音楽の説

明の中では単に琵琶と称している15.そして,九部楽

中,西涼楽,亀茲楽,天竺楽,疎勒楽,安国楽,高麗

楽で琵琶が使用されていることが記されている。

唐の十部楽は基本的に隋の九部楽を踏襲している

が,西涼楽以下の六部楽に加えて高昌楽でも琵琶が用

いられ,曲項四絃琵琶は宮中の音楽の中心的な楽器と

なっていた。

-

一方,『楽府雑録』の琵琶の条には,演奏家の名を多

く載せる。玄宗開元年間の賀懐智に始まり,徳宗貞元

年間の康罠嗇,段善本,王芬,曹保保,その子の曹善

才,孫の曹綱,さらには裴興奴,武宗時の廉効,楊志,

文宗時の鄭中丞,他宗咸通年間の米和,申旋,王達児

に至るまで,他の楽器に関する記載には見られない豊

富な個人名の記載がある。これだけを見ても玄宗朝以

降の唐代後半の時期にどれほど琵琶が広く演奏されて

いたかが見て取れる。しかも,徳宗,武宗,文宗,他

宗と,白居易の生きた時代と重なることに注目してお

きたい。

最後に五絃琵琶であるが,これは四絃琵琶とは異な

り,棹が曲がっておらず,所謂直項(直頚)で,胴体

も四絃琵琶ほどの膨らみはなかったといわれている。

楽器の起源としては,四絃琵琶が西アジア起源である

のに対して,五絃琵琶はインド起源であるといわれて

おり,別々の成り立ちを持つが,中国へはともに亀茲

を通してもたらされた。先に挙げた『通典』の歴史沿

革にもあるように,北魏時代に亀茲琵琶とともに伝

わったと考えられている。また,北斉時代には琵琶と

並んで愛好されたといわれる16。

『通典』の琵琶の条には,「五絃琵琶,梢小,蓋北國

所出」とだけある。四絃琵琶と同じく隋の九部楽,唐

の十部楽に使用された。ただ,『旧唐書』によれば,十

部楽中,西涼楽,高昌楽,亀茲楽,疏勒楽,安国楽の

四部楽中にしか名前が見えない。しかし,『通典』と『新

唐書』では天竺楽,高麗楽を含めた六部楽中に五絃,

あるいは五絃琵琶という名称が見える。『旧唐書』は琵

琶に関する説明では明らかに『通典』の記載に拠って

いるが,この点に関しては別に基づくところがあった

のであろうか。

『楽府雑録』には,「貞元中,有趙璧者,妙於此伎也。

白傅訊諌有五絃弾。近有馮季皐」とある。白傅は白居

易のことである。趙璧の五絃については李肇『唐国史

補』巻下に記事があり,元棋も詩を作っており,当時

かなり五絃の名手として名が知られていたものと思わ

れる。白居易の詩については後に触れる。

五絃琵琶に関しては正倉院に螺鋼紫檀五絃琵琶が伝

わるが,中国では早くに滅びてしまい,四絃琵琶だけ

が琵琶として後世に流行した。五絃琵琶は末代にはす

でにあまり用いられていなかったのではないかと考え

ているが,ここでは詳論は避ける。

これ以外に胡琴と呼ばれる楽器がある。この楽器は

「当時(唐代)の胡琴は絃数などはともかくも,およ

そ琵琶の別称であったらしい」(林謙三,注1,②所収。

「唐代の胡琴の名称」)と考えられている。『通典』に

はその名が見えないが,『楽府雑録』の琵琶の条に挙げ

られた演奏家である鄭中条は「善胡琴」とも記されて

おり,いくつかの例から多くの場合四絃琵琶の別称で
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あることは間違いないと考えられる17。

ニ。白居易の詩と秦琵琶

前章で述べたように,唐代には「琵琶」という楽器

は四絃曲項琵琶を中心に,三種類があったが,白居易

は詩の中でどのように詠っているのか。以下,この点

を中心に見てみよう。

まず,秦琵琶である。白居易の詩の中には秦琵琶と

いう語は見あたらない。院成の名で一例見えるだけで

ある。「和令狐僕射小飲爺院成」(巻33, 3326)と題す

る詩である18.

掩抑復凄清

還弾楽府曲

古調何人識

落盤珠歴歴

似勤盃中物

時移音律改

非琴不是筝

別占R家名

初聞涌座驚

揺颯玉玲玲

如含林下情

豊是昔時聾

琴でもなく,筝でもない音色,伝統的な楽府曲,座

にある人々の知らない古めかしい調べなど,白居易が

この院咸という楽器とその音楽に対して感じているも

のがはっきりと示される。F時移り音律改まり,豊に是

れ昔時の声ならん」とはいうものの,基本にあるのは

楽府以来の伝統曲を今に伝える楽器である玩咸,とい

う認識である。

この詩に関しては同時に作られたであろう劉萬錫の

詩が残されている。「和令狐相公南斎小宴聴既成」と題

する詩である19。この詩には「四絃」「影似白團扇」と

いう楽器の形体に関Sる表現があり,四絃で「圓豊修

頚」という既咸の形が確認される。さらに「遺音」,「竹

林」,「幽怨古猶今」というように,楽器の名称の由来

ともなった竹林の七賢である玩咸への連想と相挨っ

て,伝統的な音楽のイメージが託されている。令狐楚

のもとの詩は伝わらないが,白居易,劉萬錫の詩から

は宴会で既威か演奏されたこと,その音楽が多くの人

にとって,余り耳慣れない古めかしいものであったこ

とが推測される。

一

一

四● 白居易の詩と五絃琵琶

五絃という語は白居易の詩のなかに四例見える｡「五

絃」(「秦中吟」十首之八,巻二, 0082),「五絃弾」(「新

楽府」五十首之十七,巻三, 0141)は明らかに五絃琵

琶について詠ったものである。

他の二例のうち,一つは,江州司馬時代の元和十二

(817)年の「香鍾峯下新置草堂即事詠懐題於石上」(巻

七,0303)と題する詩の「左手偏一壺,右手摯五絃」

という例である。しかし,これは五絃琵琶ではなく,

琴を指している。同年に書かれた「草堂記」(巻四す三)

には「堂中設木楊四,素昇二,漆琴一張,儒道佛書各

-

三渦巻」とある。琴は七絃であるが,もとは五絃であっ

たとか,舜が五絃琴を弾いたという故事もあり,おそ

らく,この詩では七絃琴のことをさして五絃といった

のであろう2o。もう一つの「雙石」(巻二十一, 2206)

と題する詩でも,「五絃倚其左,一盃置其右」とあるが,

その前に「一可支吾琴,一可貯吾酒」とあるところか

ら見て,五絃琵琶ではなく,琴のことを指していると

考えてよいであろう。

従って,白居易が五絃琵琶について詠った詩は,二

首ということになる。「秦中吟」,「新楽府」と,いずれ

も訊諭に分類される作である。しかし,この二首は風

喩詩という観点から見れば,その批判性は徹底してい

るとは言い難い。例えば,「秦中吟」の「五絃」を例に

挙げてみよう。

清歌且罷唱

趙叟抱五絃

大聾麓若散

小磐細欲絶

又如鵠報喜

十指無定音

坐客聞此聾

行客聞此聾

嵯嵯俗人耳

所以緑窟琴

紅快亦停舞

宛韓常胸撫

颯颯風和雨

切切鬼神語

輯作猿啼苦

顛倒宮徴羽

形神若無主

駐足不能畢

好今不好古

日日生塵土

「秦中吟」の序に「貞元,元和之際,予在長安,聞

見之間,有足悲者,略単其事」とあり,長安で見聞き

した悲しむべき事柄を詠ったものである。この詩で悲

しむべき事は,「俗人の耳,今を好んで古を好ます」と

いう点に尽きる。そして,そのために伝統音楽の象徴

である「緑蜜の琴」が「日日塵土を生ず」という状態

にあることが作者を悲しませるのである。 しかし,こ

の詩では五絃の名手である趙璧の演奏の表現力に富ん

だ様子を,「大聾は麓にして散ずるが若く」以下,八句

にわたって描写し,「坐客 此の瞥を聞けば,形神,主

無きが若し。行客 此の聾を聞けば,足を駐めて畢ぐ

る能わず」と聴衆の魅了された様子を詠う。趙璧の演

奏のすばらしさばかりが強調され,それに対する訊諭

の意識はそれほど強く感じられない。新楽府の「五絃

弾」に「鄭の雅を奪うを悪むなり」ということを加味

すれば,趙璧の演奏は鄭声ということになるのであろ

うが,必ずしも演奏自体をそれほど批判的に詠っては

いないように見える。訊諭さるべきは琴に塵土を生じ

させる聴衆にこそあるのであろう。そして,ここでは

白居易自身が俗人の側にいることを必ずしも否定はし

ていないのではないか。

「五絃弾」では,作者の訊諭の意識はより明確に表

現されている。長い詩ではあるが,煩を厭わずに引い

ておく。
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五絃弾 五絃弾 聴者傾耳心寥寥

趙璧知君入骨愛 五絃一一焉君調

第一第二絃索索 秋風沸松疏韻落

第三第四絃冷冷 夜鶴憶子胤中鳴

第五絃聾最掩抑 朧水凍咽流不得

五絃並奏君試聴 凄凄切切復鈴舒

鍼撃珊瑚一丙曲 冰寫玉盤千萬聾

鍼聾殺 冰聾寒

殺聾入耳膚血惨 寒気中人肌骨酸

曲終聾墨欲半日 四座相對愁無言

座中有一遠方士 卿卿吝杏聾不已

自歎今朝初得聞 始知孤負平生耳

唯憂趙璧白髪生 老死人間無此聾

遠方士 爾聴五絃信焉美 吾聞正始之音不如是

正始之音其如何 未絃疏越清廟歌

一弾一唱再三歎 曲淡節稀聾不多

融融曳曳召元気 聴之不愛心平和

人情重今多賤古 古琴有絃人不撫

更従趙璧藝成來 二十五絃不如五
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ている感は否めない22。

演奏の描写に限ってみれば,五絃琵琶については他

の詩人にも作品があるが,これほどまでの演奏につい

ての激しい描写は見あたらない。

白居易より三十数才年長の章応物にも｢五弦行｣(『全

唐詩』巻一九五)と題する詩がある。

美人馬我弾五弦

古刀幽磐初相鯛

中曲又不喧

未曲感我情

壮士有仇未得報

夜寒酒多愁濾明

塵埃忽静心悄然

千珠貫断落寒玉

徘徊夜長月富軒

解幽祥結和楽生

抜剣欲去憤已平

この詩でも趙璧の演奏についての描写に多くの詩句

が費やされ,「人情は今を重んじて多く古を賎しむ」と

いう基本的な認識も「五絃」詩の「今を好み古を好ま

ず」と全く同じである。

しかし,演奏に関しては「五絃」詩に比べて,より

激しさを増した描写となっている。それは「鍼は珊瑚

を撃つ一丙曲,冰は玉盤に寫ぐ千萬聾。鍼聾は殺なり,

冰磐は寒なり。殺聾は耳に入りて膚血惨に,寒気人に

中りて肌骨酸す」という部分である。「鉄で珊瑚を打ち

砕き」,「氷を玉の大皿に注ぎ込む」かの如き音,その

音色を聴けば,殺気立ち,寒気が襲い,血みどろの肌

のむごさが想われ,肌や骨がうずく,という。音楽に

精通した白居易ならではとも言えるが,演奏の表現と

しては異常とも思える激しい表現をもって描写してい

るといえよう。

これに対置されるのが,「正始之音」である。白居易

自身の説明に拠れば,「未絃疏越なり清廟の歌。一弾

一唱 再三歎ず,曲は淡く節は稀に聾多からず。融融

曳曳 元気を召く,之を賄けば覧えず心平和なり」と

いう21.あっさりした節回しと緩やかなリズム,和やか

でのびのびとしていて,これを聴くと心が「平和」に

なる。『詩経』,『礼記』と『春秋左氏伝』をふまえて表

現されたこの音楽が「鄭」に対する「雅」の音楽であっ

た。その音楽が顧みられず,雅の音楽の代表である「古

琴」が触れられることがないことを嘆くのである。

「正始之音」の人の心を落ち着かせて和やかにする

という側面を鮮明にするために,五絃琵琶の演奏の激

しさを強調したと考えられるが,経書をふまえたすー

ソドックスな表現に対して,演奏の描写のすばらしさ

が際立ち,訊諭という本来の目的が薄められてしまっ

-

ここでは刀,磐,珠,玉という金属や鉱物の明晰で

乾いた音で表現され,その結果として,心の鬱屈が解

け,和やかな気分になり,仇に報いることのできない

憤りも落ち着き,愁いもにわかに晴れる。白居易によっ

て表現された趙璧の五絃とはかなり趣の異なり,白居

易の言う「正始之音」に近いものとなっている23。

元棋の「五弦弾」も趙璧の五絃に対する訊諭の意を

込めて作られているが,詩全体としては,途中から「臣

に五賢有るも此の弦あらず」と,弦と賢の音の類比か

ら自らの「五賢」を半ば自己宣伝するような表現とな

り,音楽から離れてしまう。最後には「趙璧の五弦 此

の賢あらす,九九何ぞ庭燎を設くるを努せん」と趙璧

の音楽を,庭に松明をともしてまで鑑賞するほどのも

のではないと批判的に述べる24.五絃琵琶についての

詩を見ると,白居易による趙璧の演奏の描写ほど,そ

の音楽の本質に密着し,激しさを印象的に伝えるもの

はない。

趙璧という人物については詳しいことは不明であ

る。『楽府雑録』には徳宗の「貞元中」に活躍したこと

が記され,『唐国史補』には趙璧が五絃琵琶と一体と

なった境地で演奏したことが記されるばかりであ

る25。

ただ,元棋の「五弦弾」には「衆楽雖同第一部,徳

宗皇帝常偏召。旬休節假暫婦來,一聾狂殺長安少。主

第侯家最難見,按歌按曲皆承旨。水精簾外教貴殯,眠

瑠筵心伴中要」とあり,徳宗の命によって宮中に召し

出され,高貴な家でも簡単には趙璧の演奏が許されな

かったようであり,またその演奏は長安の若者に強い

衝撃を与えたようである。一做の人々の間にどれほど

流行したのかは不明であるが,徳宗朝においては,皇

帝が気に入ったこともあってかなりもてはやされたよ

うである。

貞元十六(800)年に白居易は進士に及第しており,

十九年からは長安で校書郎の職についていることから

考えれば,宮中で実際に趙璧の演奏に接した可能性は

10-
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高いと思われる。しかし,白居易が五絃琵琶を詠うの

は前に挙げた趙璧の五絃琵琶に対する佩諭の詩二首の

みで,江州司馬以降の時代,身近な音楽について多く

の作を残していながら,五絃琵琶について詠った例は

見られない。五絃琵琶という楽器,或いはその音楽は,

彼にとって身近な音楽とするには相応しいものと思わ

れなかったのであろうか。

四。白居易の詩と四絃琵琶

白居易の詩の中では単に琵琶と呼ばれる例が多い

が,これは唐代の状況を考えると基本的には曲項四絃

琵琶を指すと考えられる26.

白居易の詩の中で,最も早い時期に琵琶の語が見え

るのは江州司馬の任にあった元和十一(816)年に作ら

れた「琵琶行」(巻十二, 0602)と元和三年の頃までに

作ったと考えられる「江南遇天賓渠叟」(巻十二, 0582)

である。江州司馬に任ぜられる以前には見えない。

江州司馬以降の時代の詩には,白居易の音楽生活を

偲ばせる作品が多いが,琵琶についても例外ではない。

それらの詩に見られるいくつかの特徴について見てみ

よう。

詩句や詩題に琵琶の語を含む作は全部で二十二例有

る。その他に胡琴の語が四例有る。まず,琵琶の演奏

者について見てみよう。

白居易の詩では作者自らが演奏することを想像させ

る表現はない。詩に見える演奏者は妓女,楽工である。

「琵琶行」の「長安侶女」,「江南遇天賓楽叟」の「楽

叟」がその象徴的な存在である。詩に見える演奏家の

うち当時最も名の知られた内の一人であった人物につ

いてまず見てみよう。

「聴曹剛琵琶兼示重蓮」(巻26, 2645)には当時の琵

琶の名手であった曹剛のことが詠われる。曹剛は『太

平御覧』巻五八三に引く『楽府雑録』中の曹綱のこと

であるとされる27.『楽府雑録』には「貞元中有王芬,

曹保保,其子善才,其孫曹綱,皆襲所藝」とあり,さ

らには「曹綱善運撥若風雨,而不事抽絃」と,撥さば

きに優れると評価されていた。白居易の詩は「撥撥絃

絃意不同,胡啼番語西玲朧。誰能截得曹剛手,括向重

蓮衣袖中」と詠うが,曹剛のあのすばらしい動きをす

る手を切り取って,重蓮(妓女の名であろう)の袖の

中に入れられないかというもので,白居易自身が曹綱

の演奏を実際に耳にし,そのすばらしさを認めている

ことがわかる。曹綱については劉萬錫にも「曹剛」(外

集,巻八)と題する詩があり,「一爺曹剛弾薄媚,人生

不合出京城」と,その演奏のすばらしさを認めている。

さらに白居易には「代琵琶弟子謝女師曹供奉寄新調

弄譜」(巻32, 3175)という詩がある。これは女性の琵

琶奏者である曹供奉が新しい曲の楽譜を送ってくれた

ことに対しして感謝の意を述べるものである。琵琶弟

子というのは詩に「紅粧弟子不勝情」とあるところか

ら見て,白居易の家妓を指すのであろう。曹供奉は「琵

琶師在九重城」という句があり,宮中に仕えている演

奏家であることが知られる。また,この曹供奉は曹綱

の一族ではないかと考えられている28。宮中に仕える

琵琶奏者からわざわざ新譜が送られるということは,

白居易の地位の高さもさることながら,琵琶の音楽に

理解があることが認められていたのであろう。

このような例から見ると,白居易は当時の琵琶の名

手の中でも特に曹綱一族と関係が深かったように思わ

れる。

当時,琵琶の演奏者のことを詠う例は白居易と親し

い詩人の中にいくつか見られる。元袱の「琵琶歌」と

劉萬錫の「泰娘歌」がそれである。ともに楽府体で長

編の七言古詩である。

元棋の「琵琶歌」は題注に「寄管児」とあり,李管

児という演奏家に贈った詩であり,元和五(810)年,

江陵府士曹参軍に左遷させられてあった時の作とされ

る29.親しく演奏を聴き,それがすばらしいものであっ

たことを詠い,六七年後,再びその演奏に接してやは

り感嘆したという。そして「如今左降在閑處,始焉管

見歌此歌。歌此歌,寄管見。管見管見憂爾衰,爾衰之

後綴者誰」と執拗に管兄の名を挙げ,その後継者に対

する不安を詠う。李管見は「段師弟子数千人,李家管

兄栴上足」と詠われているが,段師とは徳宗の貞元年

間にF第一手」と称せられた康真庭という琵琶の名手

の師とされた段善本のことである3o。元棋の詩によれ

ば,李管見はその弟子の中でも優れた演奏家であった

ということになる。元棋はこの当代一流の優れた琵琶

奏者の演奏を実際に耳にしていたのである。

劉萬錫の「泰娘歌」で詠われる泰娘は章尚書(章夏

卿)の家妓であった。もともと歌を本業としていたが,

楽工に琵琶を習い,程なくその術を会得したと,詩の

序で述べる。さらに,序によれば,京師においても「泰

娘名字,往往見栴於貴遊之間」という次第で,かなり

評判は高かったようである。章夏卿の死後,薪州刺史

張･慧のものとなり,その張憩の死後は身を寄せるとこ

ろもなく,その芸を知る者もなかったという。詩はそ

の泰娘の人生を詠うものである。この詩は崔娩園『劉

萬鍋集簾鐙』巻二十七によれば,朗州司馬に左遷され

ていた元和元年から九年の間に作られたという。元棋

の作とともに,左遷の身にあったときの作であること

になる。必ずしも泰娘の演奏を聴いたというわけでは

ないが,その評判は耳にしていたのであろう。また,

劉萬錫は先に挙げたように曹剛の演奏は聴いたことが

あったようである。

白居易の曹綱についての詩は制作時期は元棋,劉萬

錫の詩に遅れるが,いずれもそこに詠われているのは

当代を代表する演奏家たちであったといえる。このよ

うに身近に優れた琵琶奏者の存在があるという状況

が,彼ら三人のみに共有される特別の状況であったの

― 11 ―
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かどうか,広く検討する必要があるが,少なくとも彼

らは当時の最高レベルの琵琶の演奏を耳にしていたこ

とは間違いない。付け加えて言えば,阜夏卿は元横の

岳父に当たっており,元棋が泰娘の琵琶を耳にした可

能性もあろう。

次に,詩語としての琵琶という側面について整理し

ておきたい。

白居易が琵琶を詠った詩の中ではしばしば「胡」と

いう語とともに詠われる｡例えば,江州司馬の任にあっ

たときの「葡李士良琵琶」(巻16,1002)という詩であ

る。

聾似胡兄弾舌語

閑人暫爺猶眉斂

愁如塞月恨漫雲

可使和蕃公主聞

琵琶の音色について「聾は胡兄の弾舌の語に似たり」

といい,胡児の唱える言葉になぞらえる。また,愁い

を含んだ音について,「和蕃公主をして聞か使む可けん

や」という。和蕃公主は王昭君のことである。

また,「春驀琵琶,兼簡長孫司戸」(巻17, 1084)で

は,「舌頭胡語著醒醒」と,これも琵琶の音を「胡語」

という。この詩ではさらに「如言都尉思京國,似訴明

妃厭虜庭」と,王昭君の故事をふまえた表現が用いら

れる。先にも挙げた「聴曹剛琵琶兼示重蓮」でも「胡

啼香語西玲喩」というが,これについては琵琶の音に

ついていうのではなく,演奏者の曹剛が西域の胡人だ

からその演奏する琵琶について「胡啼番語」というの

であるとする意見がある31.しかし,上に挙げた例を見

ても必ずしも演奏者が胡人であるからとばかりは言い

切れない。他の詩人にも,元棋の「琵琶」(巻二十)で

「學語胡兄憾玉玲」といい,劉萬錫の「泰娘歌」で「繊

指破撥生胡風」というのは,琵琶と「胡」のイメージ

が分かちがたく結びついていることを示しているので

はないか32。

琵琶に「胡」のイメージが重なってくるのは,亀茲

楽を始めとする西域音楽の代表的な楽器であったこと

や,曹綱の一族のように西域出身の胡人が当代を代表

する演奏者であったことも無関係ではないし,琵琶の

曲の名称が中国の西方の地方を指すものがあったこと

などが考えられる33。

さらに,琵琶と切り離すことのできないのは白居易

の詩にも見える王昭君の故事である。

前漢の時代,匈奴に嫁いだ王昭君の故事は,史書に

載せるものとしては,『漢書』巻九,元帝本紀,巻九十

四,匈奴伝の記載が最も早く,後漢の蔡乱の『琴操』

(郭茂情『楽府詩集』巻五十九に引く),続いて『後漢

書』巻八十九,南匈奴伝がある。しかし,これらには

琵琶に関する記載はない。

王昭君と琵琶を並べて述べるのは,晋の石崇「王明

-

君詞」の序(『文選』巻二十七)が最初である。その序

には,「王明君者,本是王昭君,以鯛文帝譚改焉。……

昔公主嫁島孫,令琵琶馬上作業,以慰道路之思。其送

明君亦必爾也」という。

唐代の他の詩人にも琵琶と王昭君を結びつけて詠う

例が見られる。例えば,劉長卿「王昭君歌」(『全唐詩』

巻十九)では「琵琶弦中苦調多,蕭蕭売笛聾相和」と

いい,李商隠「王昭君」(『全唐詩』巻十九)では「馬

上琵琶行萬里,漢官長有隔生春」という。石崇以来の

王昭君と琵琶という組み合わせは,唐代の詩の中にも

生き続けているのである。ただ,第一章で挙げた晋の

傅玄の「琵琶賦」から考えて,石崇のいう琵琶は,「圓

養修頚」の玩咸型の琵琶であったはずであるが,曲項

四絃琵琶隆盛の唐代の詩人たちがイメージした琵琶が

k咸型の琵琶であった可能性は少ない。

王昭君と琵琶との組み合わせでは,琵琶の演奏を聴

いて作った詩に王昭君の故事を詠う例もある｡例えば,

張砧の「観宋州于使君家楽,琵琶」(『全唐詩』巻五一

一)では「不堪天塞恨,菁塚是昭君」といい,許渾の

「聴琵琶」(『全唐詩』巻五三八)では「欲寫明妃萬里

情,紫槽紅撥夜丁丁。胡沙望盡漢宮遠,月落天山間一

聾」という。『唐会要』巻三十三,諸楽の条には,教坊

で教える法曲の曲名中に「王昭君業一章」と見え,『旧

唐書』巻二十九,音楽志には「南朝奮楽」である清楽

の曲名中に「明君」があり,王昭君にちなむ曲であり,

晋の石崇が妓女の緑珠にこの曲を教え,自ら歌を作っ

たと記す。琵琶の曲としても「明'妃曲」という曲があっ

たといわれており34,張砧や許渾の例は王昭君に関係

のある楽曲の演奏であったかのもしれない。

西域伝来の楽器であることや,名手といわれる演奏

家が胡人であったことに加えて,胡地に嫁ぐ王昭君と

琵琶という組み合わせは,唐代にあっても詩人の意識

の中に強くあったようだ。この「胡」のイメージと結

びつくことが琵琶の基本的な性格である。

次に白居易の「琵琶行」(巻十二, 0602)と「江南遇

天賓楽叟」(巻十二, 0582)について見ておきたい。こ

の二つの詩においては琵琶は「胡」のイメージとは別

の性格を担っているように思われる。「琵琶行」はよく

知られた作品であるが,琵琶をめぐる表現に限って考

えてみたい。ここに描かれる演奏者は,序によれば「本

長安侶女,嘗學琵琶於穆曹二善才」と,長安の妓女で

あったことがわかる。詩に「十三學得琵琶成,名属教

坊第一部。曲罷曾教善才伏,粧成毎被秋娘妬」とあり,

美貌を備えていただけではなく,琵琶の師であった善

才を感服せしめるほどの腕前であった。その女性が年

を重ねて容色衰え,商人の妻となって,「漂愉樵悴」の

うちに江南の地にやってきたという状況が設定され

る｡白居易は自分自身については,「予左遷九江郡司馬」

と明言する。そして,この女性の身の上を聴くことで,

二年間の「恬然自安」と感じていた生活に対して,「是
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夕始発有遷誦意」という。左遷であり,遷誦の身であ

ることを改めて痛感するのである。詩でも「同是天涯

洽落人」と女性と自らの境遇を重ね合わせる。

この詩では都から離れた土地に洽落してきた女性

と,そこに左遷されているという作者の状況が重要な

要素となっているが,それを際立たせるのに琵琶は欠

くことのできないものである。作者の住む土地を象徴

的にあらわすのは「豊無山歌與村笛,嘔唖嘲晰難焉聴」

という,聴くに堪えないという当地の音楽である。わ

ずかに二句のみで表現されてしまうのに対して,女性

の琵琶は「大絃噌噌如急雨」から十四句を費やして,

その表情豊かな音楽が描写される。この落差は,都と

左遷の地との空間的隔絶感,断絶感につながる。なぜ

なら,この女性の奏でる琵琶の音楽は,序にあるとお

り,あくまでも都の音楽(「京都聾」)なのである。琵

琶の演奏がすばらしければすばらしいほど,都との隔

絶感は大きくなり,「遺誦意」をより強く意識すること

になる。この女性が実在の人物であったかどうかはさ

して問題ではない。倫落した女性の弾く美しい琵琶の

音楽が需要であったのである。ここでは琵琶は「胡」

ではなく,唐王朝の都と結びついている。その結果と

して感じられる空間的隔絶間,距離感は,自らの意志

ではなく遠方の地に送られた者として,王昭君の故事

と響き合う部分があると考えるのは牽強付会であろう

か。

「江南遇天資棄叟」も江州司馬の任にあったときの

作であるとされる。白髪の楽工は「禄山未乱入梨園,

能弾琵琶和法曲,多在華清隨至尊」と,華請宮で玄宗

のそば近くに仕え,琵琶を演奏していたものである。

法曲は玄宗の御代を代表する音楽であり,琵琶は十部

楽を始め,西域音楽を基調とする唐代の音楽,なかで

も玄宗の時代音楽の中心となる楽器であった。この詩

でも「従此漂倫到南土,萬人死盡一身存」と,江南の

地と都との距離感が強く意識されるが,さらに天宝と

いう時代との時間的な隔絶感が意識されている。さら

には華清宮の荒れ果てた様が「新豊樹老篭明月,長生

殿暗鎌黄昏。紅葉紛紛蓋歌瓦,緑苔重重封壊垣」と詠

われ,その繁栄の喪失を詠うことにより,時間的隔た

りを強く感じさせる。本来,胡楽の代表的楽器であっ

たはずの琵琶が,ここでは玄宗の盛世を偲ばせる存在

となっている。

大雑把な議論になってしまったが,この二つの詩に

おいては,琵琶の持っている意味は小さくない。杜甫

の「剣器行」や「江南逢李亀年」,また白居易の(夜間

歌者バ巻十, 0498)も詩として共通するものはあるが,

「琵琶行」と「江南遇天賓楽叟」が他の楽器ではなく

琵琶であったことの意味を改めて考える必要があるよ

引こ思われる。また,この二首では,「胡」よりは,都

や玄宗の盛世への思いと結びついていることは,唐代

文化における琵琶の重要な一面を表していることに注

-

意しておく必要があろう。

最後に,先に述べたように,元袱と劉萬錫がともに

左遷の身にある時に,衰えゆく楽工や,寄る辺ない家

妓の琵琶奏者のことを詠う長編楽府を作ったという前

提に立ち,ここに白居易の「琵琶行」を並べると,左

遷という作者の立場と詩作,そこに詠われる過去の栄

光を持つ琵琶奏者という共通点を見出すことができ

る。紙幅の都合上,議論の場は改めねばならないが,

唐代の音楽文化と文学との関わりの問題として,今後

の課題としておきたい。
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